




























─  「日本語教材研究」における国語科教員基礎学力の扱い③  ─
A Study of Relations between Secondary School Japanese Language 
Teaching and Japanese Language and Culture Study (Ⅵ)
― Through Dealing with Basic Learning Abilities of  Japanese Language Teachers 


































































































































































































































































一方で，各回の授業のおよそ 3 分の 1 程度の時間は，日本語学習との関連で有効な日本文化に関
する教材を扱う。具体的には，“日常生活の中の日本文化注 7）及びその比較文化的事象注 8）”，“日常
生活の中の日本文化に関する英語による説明注 9）”である。“日常生活の中の日本文化”の項目の中
から 2 つの項目を選び，1 つはその歴史的背景，もう 1 つは歴史的背景及び比較文化的特徴につい
て調査してまとめ，レポートとして提出する。
全 15 回の授業の中で，上記の日本文化関係の教材は全 10 回扱うが，その中間点に当る第 7 回
及び第 8 回の授業の中では，日本文化との関連で，特に日本人の自然観を，“日本人と自然　暮ら







2．第 7 回及び第 8 回，第 10 回の“日本人の自然観”に関する授業資料と提出課題の問い
（1）第 7 回の“日本人の自然観”に関する授業資料と提出課題
〈日本人と自然　暮らしの中の自然観①〉（A3（PDF）で 2 枚※原本は VTR 付属のナレーション



























































A：西野順也『日本列島の自然と日本人』（2019 年　築地書館）p3 ～ 8（A3（PDF）で 2 枚）
〈提出課題の問い〉※問いに至る直前の“前提説明”及びその直後の“補足説明”の部分は省略
③【授業資料（A3 判 PDF）】の 5 枚目及び 6 枚目に示した“日本人と自然　暮らしの中の自然観①”
を読み，4 枚目左上の〈B：桜〉及び〈C：花見〉に関して，【授業資料（A3 判 PDF）】の 7 枚目
及び 8 枚目に示した英語による絵図・写真及び文字記述等による紹介を確認した上で，〈B：桜〉〈C：
花見〉のいずれかの項目を 1 つ選んで，その提示・記述内容について，30 ～ 50 字でコメントして
ください。
④【授業資料（A3 判 PDF）】の 9 枚目及び 10 枚目に示した西野氏の“『日本列島の自然と日本人』”
の一節を読み，波線部を中心に，“日本人の自然観”の特徴を，50 ～ 70 字でまとめた上で，西野
氏のいう“日本人の精霊崇拝的な自然観”について，30 ～ 50 字でコメントしてください。
（2）第 8 回の“日本人の自然観”に関する授業資料と提出課題の問い
〈日本人と自然　暮らしの中の自然観②〉（A3（PDF）で 2 枚※原本は VTR 付属のナレーション
対訳小冊子の p5 ～ 10）





























































B：太田啓子（弁護士）「無意識の偏見　まず気付こう」（2020 年 11 月 11 日（水）『中国新聞（朝
刊）』第 5 面オピニオン）／ C：社説「立皇嗣の礼」（2020 年 11 月 11 日（水）『中国新聞（朝
刊）』第 5 面オピニオン）※ B と C 合わせて A3（PDF）で 1 枚
〈提出課題の問い〉※問いに至る直前の“前提説明”及びその直後の“補足説明”の部分は省略
②【授業資料（A3 判 PDF）】の 3 枚目及び 4 枚目に示した“日本人と自然　暮らしの中の自然観②”
を読み，3 枚目左上の〈G：日本家屋〉及び〈H：庭園〉に関して，【授業資料（A3 判 PDF）】の
5 枚目及び 6 枚目に示した英語による絵図・写真及び文字記述等による紹介を確認した上で，〈F―
（3）：和室（日本家屋）〉〈H：庭（日本庭園）〉のいずれかの項目を 1 つ選んで，その提示・記述内
容について，30 ～ 50 字でコメントしてください。
③【授業資料（A3 判 PDF）】の 7 枚目左に示した社説の“立皇嗣の礼―皇位継承を考える契機に―”
と同資料の 7 枚目右に示した“「らしさ」の呪縛　無意識の偏見　まず気付こう”とをそれぞれ読み，
第 7 回及び今回の第 8 回で学んだ“日本人の自然観”が，“天皇・皇后のありよう”，さらには“日
本人の男女のありよう”に少なからぬ影響を与えている可能性について，30 ～ 50 字でコメントし
てください。
（3）第 10 回の“日本人の自然観”に関する授業資料と提出課題の問い







年 9 月 4 日（水）『産経新聞』第 11 面オピニオン）※ A3（PDF）で 1 枚
37
E：黒川伊保子『コミュニケーション・ストレス　男女のミゾを科学する』（2020 年　PHP 研究所）
p4 ～ 31 ※ A3（PDF）で 2 枚／中略あり
F：原沢伊都夫『異文化理解入門』（2013 年　研究社）p164 ～ 165 ※ A3（PDF）で 1 枚
G：『英語で発信する日本小事典　Encyclopedia of  Japan』（2012 年　IBC パブリッシング）

































































記述内容について，30 ～ 50 字でコメントを求めた。また，〈関連資料〉として西野氏の“『日本列
島の自然と日本人』”の一節を読み，波線部を中心に，“日本人の自然観”の特徴を，50 ～ 70 字で





れかの項目を 1 つ選んで，その提示・記述内容について，30 ～ 50 字でコメントすることを求めた。
また，〈関連資料〉として社説の“立皇嗣の礼―皇位継承を考える契機に―”と“「らしさ」の呪縛
　無意識の偏見　まず気付こう”とをそれぞれ読み，第 7 回及び今回の第 8 回で学んだ“日本人の
自然観”が，“天皇・皇后のありよう”，さらには“日本人の男女のありよう”に少なからぬ影響を
















日時：2020 年 11 月 9 日（月）～ 15 日（日）（第 4 回授業の課題提出用紙の中で）注 12）





る程度高い／普通：C ／ D：あまり高くない／ E：大変低い）の中から 1 つを選び，【　　】








熱意を 5 段階（A ～ E）で付すことを求めたが，全体の平均値は，5 段階評価で 4.05 注 14）であり，“ま
あまあ高い（B 段階）”相当であった。一昨年度の実質的な受講者が 33 名という適度な人数のクラ
スに対して，昨年度の 72 名に引き続き，本年度も受講者が 70 名という従来の 2 倍の人数のクラ
スであり，運営上の負担は倍増したままである。しかし，平均して普通程度以上の意欲・熱意を持っ




階）”が 3 名，“ある程度高い（B 段階）”が，4 名，“大変低い（E 段階）”が 1 名であった。また，
40
国際コミュニケーションコースの受講者では，3 名が希望しており，“大変高い（A 段階）”が 1 名，
“ある程度高い（B 段階）”が 1 名，“大変低い（E 段階）”が 1 名であった。英語科教員に関しては，
1 名が希望しており，“大変高い（A 段階）”であった。
一方で，国語科教員に関しては，日本語文化コースの 3・4 年を合わせて，7 名が希望しており注 16），
回答のあった 3 名注 17）は，“大変高い（A 段階）”が 2 名，“ある程度高い（B 段階）”が 1 名であった。
尚，いずれも日本語教員は希望していなかった。
一昨年度は，本授業（3 年次後期科目）が開始された 2018 年の 9 月下旬の段階で，日本語文化コー
スの教職志望学生は 9 名いたが，本授業は受講しなかった。昨年度は受講者が 2 名おり，1 名は国
語教職の授業に専念するために途中で履修を取りやめたが，今回再受講してきている点は喜ばしい。



















































































































するものである。1 回目は，博士課程後期 3 年在学中の秋に募集のあったハワイ大学皇太子奨学















日本語　日常生活に見る日本文化　1 ～ 5（Cultural Video　シリーズ（全 5 巻））』（東京書籍，
1992 年）を使用して，日常生活レベルの日本文化の実際を検証している。







ビジュアル事典』池田書店／杉浦洋一・John K.Gillespie（2004）『第 3 版　日本文化を英語















たものも受け付けることにしていたため，今回の調査結果は，本稿提出期限直前の 12 月 1 日時
点のものである。
13　履修者名簿には 70 名が登録されており，内訳は，言語文化学科の学生 66 名と，自由領域科
目として受講してきたマスコミュニケーション学科の学生 1 名，社会臨床心理学科の学生 1 名，
子ども発達教育学科の学生 1 名である。他学科の学生は全て 4 年生である。
14　5 段階（A ～ E）をそれぞれ 5 ～ 1 点の整数で得点化した数値である。一昨年度及び昨年度の
同様の調査では，3.00 及び 3.53 であった。











基本的に 2018 年度～ 2020 年度と同じである。
17　7 名の内訳は，4 年生 1 名，3 年生 6 名である。ただし，12 月 2 日の午後 15：00 時点で回答
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